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つ
ま
り
実
験
・
実
習
と
講
義
で
理
論
・
技
術

を
同
時
に
学
ん
で
い
く
。
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
目
指
す
学
生
は「
応
用
課
程（
２

年
制
）」
に
進
学
し
て
、
将
来
的
に
産
業
界

の
生
産
現
場
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
へ
育
っ

て
い
く
。
能
力
開
発
統
括
部
長
の
古
田
光
則

氏
は
、同
校
の
教
育
訓
練
の
特
徴
に
つ
い
て
、

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
る
。

①
実
験
・
実
習
の
重
視
：
理
論
と
技
能
・
技
術

を
有
機
的
に
結
び
つ
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
用
意
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
に
占
め

る
割
合
は
50
％
を
超
え
て
い
る
。

②
少
人
数
教
育
：
各
科
定
員
が
20
～
30
名
の

少
人
数
教
育
体
制
で
、
学
生
一
人
ひ
と
り

に
、
し
っ
か
り
と
き
め
細
か
く
、
丁
寧
に

指
導
し
て
い
る
。

③
最
新
鋭
の
設
備
：
企
業
の
現
場
を
疑
似
体

験
で
き
る
最
新
鋭
の
設
備
を
も
ち
、
そ
こ

で
実
習
を
行
う
こ
と
で
、
専
門
科
目
で
学

ん
だ
理
論
と
、
企
業
に
お
い
て
必
要
と
さ

れ
る
技
能
・
技
術
を
体
系
的
に
関
連
づ
け

た
教
育
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

④
技
能
照
査
：
各
課
程
に
お
い
て
修
了
試
験

を
行
い
、
合
格
者
に
対
し
て
質
保
証
と
し

て「
技
能
照
査
合
格
証
」
を
授
与
し
て
い

る
。

⑤
高
い
就
職
率
：
毎
年
、
企
業
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
、
有
効
求
人
倍
率
は
６
倍
ほ
ど

で
推
移
し
て
お
り
、
学
生
の
就
職
率
は
ほ

ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

学
生
の
気
づ
き
を
大
切
に
し
た
就
職
支
援
体
制

能
力
開
発
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
太
田
清

氏
は「
当
校
の
就
職
支
援
は
、
学
生
に『
気

づ
き
』
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ

れ
は
、
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
①
就

職
意
欲
度
、
②
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
設
計
度
、

③
環
境
理
解
度
、
④
就
職
活
動
自
由
度
、
⑤

思
い
込
み
か
ら
の
自
由
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

就
職
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
確
認
す

る
こ
と
が
、『
気
づ
き
』
を
得
る
の
に
大
変

有
効
な
の
で
す
」と
語
る
。

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
に
は「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
就
職
レ

デ
ィ
ネ
ス・
チ
ェ
ッ
ク
」
を
用
い
る
が
、
そ
の

結
果
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と
り
と
面
談
し
て

就
職
に
対
す
る
意
識
を
も
た
せ
て
い
る
。

こ
の
気
づ
き
を
具
現
化
し
た「
就
活
等
活

動
計
画
表
」を
一
人
ひ
と
り
に
作
ら
せ
、
教
職

員
一
体
と
な
っ
て
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

「
本
校
が
送
り
出
し
た
卒
業
生
が
、
産
業

界
で
中
核
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
教
育
・
訓
練
・
就
職
支
援
の
三

位
一
体
で
、
優
秀
な
学
生
を
社
会
に
送
り
出

し
て
い
き
た
い
」

将
来
へ
向
け
て

最
後
に
、
荒
校
長
は「
本
校
の
方
針
は
産

業
界
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
い
ま
や
４
、

５
０
０
名
を
超
え
る
卒
業
生
が
、
生
産
現
場

の
リ
ー
ダ
ー
や
実
践
技
術
者
と
し
て
、
栃

木
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
圏
で
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
女
子
学
生

の
比
率
を
さ
ら
に
増
や
し
て
社
会
に
送
り
出

し
、
も
の
づ
く
り
立
国
日
本
の
成
長
と
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
自
負

と
と
も
に
将
来
に
期
待
を
込
め
た
。

関
東
職
業
能
力
開
発
大
学
校
は
、
高
齢
・

障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
設
置
・
運

営
す
る
職
業
能
力
開
発
大
学
校
10
校
の
う
ち

の
１
校
。
技
術
革
新
に
対
応
で
き
る
高
度
な

知
識
と
技
能
・
技
術
を
兼
ね
備
え
た
生
産
現

場
の
実
践
的
技
術
者
の
育
成
を
行
い
、
多
く

の
卒
業
生
を
産
業
界
に
送
り
出
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
小
山
駅
近
く
の
同
校
を
訪
ね
た
。

基
本
理
念

関
東
職
業
能
力
開
発
大
学
校
は
、
小
山
職

業
訓
練
短
期
大
学
校
と
し
て
昭
和
58
年
４
月

に
発
足
。
平
成
13
年
４
月
よ
り
現
校
名
と
な

る
。
校
長
の
荒
隆
裕
氏
は
、
同
校
の
教
育
訓

練
の
理
念
に
つ
い
て 

「
本
校
は
、
実
践
教
育

に
よ
っ
て
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成

し
、
社
会
の
安
定
と
豊
か
さ
に
貢
献
す
る
と

い
う
理
念
の
も
と
、
教
育
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
」と
語
る
。

技
術
革
新
が
著
し
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

社
会
に
貢
献
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

「
技
能
と
技
術
を
同
等
に
重
視
し
、
高
度

な
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
方

針
と
し
て
掲
げ
、常
に
生
産
現
場
を
念
頭
に
、

実
際
の
生
産
過
程
を
模
し
た
実
習
と
そ
の
裏

づ
け
と
な
る
講
義
を
通
じ
て
確
か
な
技
能
・

技
術
を
習
得
さ
せ
て
い
ま
す
」（
荒
校
長
）

実
践
に
即
し
た
教
育
、
訓
練
・
設
備

教
育
は
、
２
課
程
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

「
専
門
課
程（
２
年
制
）」
で
は
、
実
学
融
合

連載

関 東 職 業 能 力 開 発 大 学 校

北関東の地から
生産現場の実践的技術者を

送り出す

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら
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